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NII-REOの概要
エヌ・アイ・アイ レオ

NII-REO とは
NII Repository of Electronic Journals and Online Publication

電⼦的学術コンテンツを提供することを⽬的としたアーカイブシステム
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NII-REOのこれまで

2002年3⽉ 科学技術・学術審議会『学術情報の流通基盤の充実について（審議のまとめ）』

国⽴情報学研究所への期待 － 電⼦ジャーナルのアーカイブ機能

2003年7⽉ NII-REOの試験運⽤を開始

2003年〜
2008年

電⼦ジャーナルコレクションを順次拡充
（収録コンテンツはパンフレットをご参照ください）

2008年6⽉ 国公私⽴⼤学図書館協⼒委員会『⼈⽂社会科学分野の電⼦コレクションにかかる基
盤的な整備について（要望）』

2011年10⽉ NII-REOで⼈⽂社会科学系コレクションの正式公開

2011年〜
2015年

⼈⽂社会科学系コレクションを順次拡充
（収録コンテンツはパンフレットをご参照ください）

コレクション公開までには、
①コレクションの選定、②出版者との交渉、③出版者とのアグリーメントの締結、④システムの改修
特に①〜③の作業については、JUSTICEとも連携
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NII-REOの最新情報

2015年9⽉
• Springer Online Journal Archiveの

ナショナルアカデミックライセンス
での公開

• The Making of the Modern World, 
Part II（MOMW-II）の公開
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Springerアーカイブ公開の意義

JUSTICE、NIIおよびSpringer社の３者による「学術情報基盤
整備のためのパートナーシップ」に基づき、JUSTICEと
Springer社が合意した特別包括提案により実現
“… All universities in Japan will have access via NII-REO …”

「⼤学図書館とNIIとの連携・協⼒推進に関する協定書」の⽬
的の⼀つ
バックファイルを含む電⼦ジャーナル等の確保と恒久的
なアクセス保障体制の整備
NII-REOは本⽬的の受け⽫となるシステム基盤であり、
JUTSICEとの連携・協⼒の下、学術情報基盤整備のセーフ
ティネットとしても機能
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MOMW-IIの公開の意義

⼈⽂社会科学系電⼦コレクションの充実
• 19/20世紀英国下院 議会⽂書データベース

• 18世紀英国下院議会⽂書データベース

• The Making of the Modern World：

Goldsmithsʼ-Kress Library of Economic Literature（MOMW）

• The Making of the Modern World, Part II（MOMW II）

今後、 Eighteenth Century Collections Online （ ECCO ）
を搭載予定（2015年〜2016年）

これらのコレクショ
ンを統合検索できる
のはNII-REOだけ
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⼤学図書館への皆様へ

搭載コンテンツの活⽤
• 図書館側への期待：とくに⼈⽂社会系研

究者への積極的な広報
• 利⽤者のニーズがあってこそ、さらなる

コンテンツ拡充のきっかけに

コンテンツの拡充
• JUSTICEも含め、図書館のみなさんとも

連携を
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ご清聴ありがとうございました


